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Ⅰ 教育活動  

教育実践上の主な業績 年月日 概          要 

 １ 教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）   

 テキストは用いず、自身の臨床経験に基づいた講義内容を構成している。あるいは、

映画などの視聴覚機材を用いることで、学生が身近な問題として体験的にこころの問題

や教育現場が抱える問題を学べるように工夫している。 

スライドを作成し、講義の流れを学生がつかみやすいように配慮している。 

講義中に適宜、各回の講義テーマに関する問いを設定し、記述させることで、能動的

に講義に参加できるよう工夫している。学生が提出した回答に次回の講義で言及するこ

とで、教員と学生間の対話の中で学びが成立するよう工夫している。 

      

 ２ 作成した教科書、教材、参考書      

      

 ３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等     

      

 ４ その他教育活動上特記すべき事項      

      

Ⅱ 研究活動 

著書・論文等の 

名   称 

単著・共

著の別 

発行または発表の年月

（西暦でも可） 

発行所、発表雑誌 

（及び巻・号数）等の名称 

編者・著者名 

（共著の場合のみ記入） 
該当頁数 

著書 
 

  

 

 

 

 

 

 

『カウンセリングガイド

ブック』 
共著 

 

2008年 4月 
岩波書店 倉光修・桑原知子 編 

「用語解説」pp229-pp323

の該当箇所を担当。 

Japanese 

Person-Centered School 

Counseling 

 

 

共著 2008年 6月 PCCS Books 
Michael Behr, Jeff Cornelius- 

White(Eds)  Satoko Wakisakaとの共著 
pp140-151 



論文      

「ナルシシズムを巡る一

考察」 
単著 2002年 11月 大阪大学心理教育相談室紀要第 8号 

 
pp90-97 

在日韓国／朝鮮人三世の

内的世界に関する臨床心

理学的研究 

単著 2003年 2月 
大阪大学大学院人間科学研究科 修

士論文（未公刊）   

在日韓国／朝鮮人が直面

する一つの内的課題 
単著 2004年 3月 大阪大学大学院教育学年報第 9号 

 
pp119-130 

自傷，自殺企図を繰り返す

娘を抱える母親との面接

過程 

単著 2004年 11月 
大阪大学心理教育相談室紀要第 10

号  
pp3-11 

在日韓国／朝鮮人をとり

まく外的世界と内的対象

関係 

単著 2007年 3月 臨床心理身体運動学研究第 9巻 1号 
 

pp1-11 

観察という営みが母子の

相互交流にもたらす作用

について 

単著 2007年 12月 心理臨床学研究第 25巻第 5号 
 

pp528-538 

The application of 

infant observation 

technique as a means of 

assessment and 

therapeutic 

intervention for 

'classroom breakdown' at 

a school for 

Japanese-Koreans」 

共著 2009年 12月 

The International Journal of 

Infant Observation and its 

Application. Vol.12 No.3 

Shozo Hirai, Natsuko Ukai, Mayumi 

Hubert 
pp335-348 

問題行動を繰り返す子ど

もとその母親とのスクー

ルカウンセリング過程 

単著 2010年 12月 
日本サイコセラピー学会雑誌第 11

巻第 1号  
pp99-109 

在日コリアンの心性に関

する臨床心理学的研究 
単著 2011年 6月 

大阪大学大学院人間科学研究科 博

士学位請求論文（未公刊）   



在日コリアン青年が経験

する親子関係と思春期危

機について ‐中学生を対

象として‐ 

単著 2011年 2月 こころと文化 第 13巻第 2号 
 

pp159-166 

在日コリアン青年が経験

する親子関係と思春期危

機について ‐高校生を対

象として‐ 

単著 2012年 9月 こころと文化 第 14巻第 1号 
 

pp73-80 

在日コリアンの心性に関

する臨床心理学的研究 
単著 2012年 3月 

大阪大学大学院人間科学研究科紀要

第 38巻  
pp3-21 

Freudとその現代的意義 

指定討論 
単著 2013年 3月 

精神分析的心理療法フォーラム  

第 2巻  
pp68-70 

言語的なやりとりが困難

な青年期男子との自由画

を介したスクールカウン

セリング過程 

 

単著 2013年 6月 臨床描画研究 第 28巻  pp130-146 

不登校の無支援児童生徒

への支援の取り組み 

－訪問カウンセリング事

業を通した実践的考察－ 

 

共著 2014年 3月 
美作大学・美作大学短期大学部紀要 

第 59号 
 pp71-78 

第 2回大会 全体会 2 

「エナクトメントの臨床

的取り扱いとその意義」報

告  

単著 2014年 3月 
日本精神分析的心理療法フォーラム

第 3巻 
  

寝つきのわるさと頭重感

を主訴とした男性との心

理療法過程 

 

単著 2015年 1月 精神分析研究 Vol.59 No.1  pp123-127 



精神分析の源流をたどる

‐フェレンツィの貢献‐ 
単著 2016年 3月 

日本精神分析的心理療法フォーラム

第 3巻 4巻合併号 
 pp30‐31 

Ⅲ 学会等および社会における主な活動 

日本心理臨床学会 正会員 

日本精神分析学会 正会員 

多文化間精神医学会 正会員 

日本描画テスト・描画療法学会 正会員 

日本精神分析的心理療法フォーラム 理事 

NPO法人 子どもの心理療法支援会 理事 

 


